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安
全
対
策
の
結
果
を
報
告

村
岡
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

 

効
果
の
検
証
結
果
を
報
告
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〇
神
奈
川
県
最
低
賃
金
改
定

等
に
関
す
る
意
見
書

　

今
日
、
我
が
国
の
雇
用
は
、

労
働
者
の
非
正
規
化
に
よ
り
、

非
正
規
労
働
者
及
び
低
賃
金

労
働
者
が
増
加
し
、
格
差
と

貧
困
の
問
題
が
深
刻
化
し
て

お
り
、
地
域
別
最
低
賃
金
制

度
の
、
賃
金
の
最
低
限
を
保

障
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
し
て
の
役
割
は
、
ま
す
ま

す
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
は
、
地
域
別
最
低

賃
金
が
上
昇
し
た
こ
と
も
あ

り
、
結
果
と
し
て
、
全
て
の

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

の
改
定
が
「
必
要
性
あ
り
」

に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
発
生

し
て
い
る
。
特
定（
産
業
別
）

最
低
賃
金
の
決
定
に
お
い
て

は
、
従
来
の
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
に
お
け
る
審
議
だ
け

で
な
く
、
当
該
労
使
が
入
っ

た
場
（
専
門
委
員
会
）
も
含

め
た
必
要
性
審
議
方
法
を
地

方
最
低
賃
金
審
議
会
で
決
定

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
等
関
係
機

関
に
対
し
、
平
成
二
十
五
年

度
の
神
奈
川
県
最
低
賃
金
の

諮
問
・
改
定
を
早
期
に
行
い
、

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

は
、
労
働
条
件
向
上
な
ど
の

観
点
か
ら
、
地
域
別
最
低
賃

金
よ
り
高
い
水
準
が
必
要
で

あ
る
と
認
め
、
関
係
労
使
の

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
り
設
定

す
る
こ
と
等
を
要
望
す
る
。

　
　
（
以
上
、
要
旨
を
掲
載
）

意
見
書

１
件
を
政
府
等
へ
提
出

　

建
設
経
済
常
任
委
員
会
は
、

六
月
十
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案

三
件
、陳
情
四
件
を
審
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
は
全
て
可
決

す
べ
き
も
の
、
陳
情
は
一
件
が

趣
旨
了
承
、
三
件
が
趣
旨
不
了

承
と
決
定
し
た
。
ま
た
、
①
村

岡
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
組

②
藤
沢
市
葛
原
の
市
道
に
係
る

新
聞
報
道
―
―
以
上
二
件
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
た
。

〇
村
岡
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の

取
組
に
つ
い
て

　

〈
市
の
説
明
〉

　

村
岡
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
新
駅
設
置
を
含
む

村
岡
・
深
沢
地
区
全
体
整
備
構

想
（
案
）
の
実
現
に
向
け
取
り

組
ん
で
き
た
。

　

平
成
二
十
四
年
度
は
、
二
十

年
度
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査

（
※
）
に
つ
い
て
最
新
の
デ
ー

タ
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
並
び
に
、

深
沢
地
区
で
の
ま
ち
づ
く
り
計

画
の
具
体
化
を
踏
ま
え
る
中
で
、

新
駅
乗
降
客
数
や
周
辺
の
将
来

交
通
量
等
に
つ
い
て
、
よ
り
実

態
に
即
す
る
形
で
再
推
計
し
、

新
駅
の
も
た
ら
す
交
通
と
経
済

両
面
で
の
効
果
の
試
算
及
び
検

討
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
広

域
的
ま
ち
づ
く
り
の
効
果
を
検

証
し
た
。

　

交
通
需
要
の
変
化
に
よ
る
効

果
に
つ
い
て
、
①
鉄
道
利
便
性

の
向
上
で
は
、
新
駅
二
㌔
㍍
圏

内
に
お
い
て
、
現
在
大
船
駅
や

藤
沢
駅
を
利
用
し
て
い
る
人
が

新
駅
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

年
間
約
十
一
億
円
の
便
益
効
果

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
②
藤
沢
駅

及
び
大
船
駅
構
内
の
快
適
性
向

上
で
は
、
新
駅
設
置
に
よ
り
乗

降
客
が
新
駅
に
転
移
す
る
こ
と

で
、
主
に
両
駅
の
駅
構
内
の
歩

行
に
お
け
る
快
適
性
の
向
上
と

し
て
、
年
間
約
三
十
二
・
五
億

円
の
便
益
効
果
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
③
藤
沢
駅
及
び
大
船
駅
周

辺
の
混
雑
緩
和
で
は
、
新
駅
設

置
に
よ
り
自
転
車
や
バ
ス
な
ど

で
藤
沢
駅
や
大
船
駅
へ
向
か
っ

て
い
る
各
駅
利
用
者
の
約
七
％

が
新
駅
を
利
用
す
る
と
見
込
み
、

両
駅
周
辺
の
道
路
や
駅
前
広
場
、

駐
輪
場
な
ど
の
負
荷
の
緩
和
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
④
駅
前
広
場

利
用
に
よ
る
交
流
機
会
の
増
大

で
は
、
駅
前
広
場
が
整
備
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
交
流

の
機
会
が
増
大
し
、
年
間
約
九

千
六
百
万
円
の
便
益
が
期
待
で

き
る
こ
と
⑤
環
境
負
荷
の
低
減

で
は
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量

削
減
に
よ
り
年
間
約
五
百
二
十

九
万
円
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
削
減
に
よ
り
年
間
約
百
六
万

円
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

―
―
以
上
五
つ
の
視
点
に
よ
り

効
果
を
算
出
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
検
討
課
題
と

し
て
は
、
①
交
通
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
課
題
と
し
て
、
新
駅
設
置

に
応
じ
た
公
共
交
通
機
関
の
利

用
促
進
、
自
転
車
、
徒
歩
等
の

快
適
性
や
安
全
性
の
高
い
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る

必
要
が
あ
る
こ
と
②
広
域
連
携

実
施
し
、二
十
五
年
四
月
に
は
、

監
査
結
果
を
含
む
安
全
対
策
の

結
果
報
告
書
を
市
に
提
出
し
た
。

　

報
告
書
に
お
け
る
外
部
監
査

の
指
摘
事
項
は
、
連
絡
体
制
等

に
つ
い
て
一
件
、
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
等
施
設
面
に
つ
い
て
五

件
及
び
業
務
手
順
の
見
直
し
等

に
つ
い
て
五
件
あ
っ
た
が
、
こ

れ
ら
の
指
摘
事
項
全
て
に
つ
い

て
、
武
田
薬
品
工
業
は
三
月
末

ま
で
に
対
応
を
完
了
し
て
い
る
。

　

本
市
は
、
改
め
て
立
入
検
査

を
実
施
し
、
外
部
監
査
に
よ
る

指
摘
事
項
に
対
す
る
具
体
的
な

改
善
策
の
実
施
状
況
を
検
査
し
、

十
分
な
安
全
対
策
が
図
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

今
後
も
武
田
薬
品
工
業
に
対

し
て
安
全
管
理
が
適
切
に
行
わ

れ
る
よ
う
指
導
す
る
と
と
も
に
、

立
入
検
査
に
よ
り
安
全
対
策
等

の
実
施
状
況
を
確
認
し
て
い
く
。

二
月
二
十
一
日
に
武
田
薬
品
工

業
か
ら
再
発
防
止
策
を
含
め
た

事
故
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。

　

二
十
三
年
十
二
月
二
十
二
日

に
、
本
件
の
所
管
官
庁
で
あ
る

文
部
科
学
省
は
、
武
田
薬
品
工

業
が
行
っ
た
原
因
究
明
調
査
と

再
発
防
止
策
は
妥
当
で
あ
る
旨

の
記
者
発
表
を
行
っ
た
。同
日
、

本
市
は
立
入
検
査
を
実
施
し
、

滅
菌
流
し
の
水
道
栓
撤
去
及
び

標
準
操
作
手
順
書
の
改
定
等
の

再
発
防
止
策
を
検
査
し
、
報
告

書
の
内
容
が
妥
当
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
そ
の
後
、
再
度

立
入
検
査
を
実
施
し
、
漏
出
場

所
以
外
の
施
設
に
つ
い
て
も
安

全
対
策
を
確
認
し
た
。

　

二
十
四
年
三
月
か
ら
十
月
ま

で
、
武
田
薬
品
工
業
は
漏
出
事

故
施
設
を
含
め
湘
南
研
究
所
全

体
の
安
全
性
の
確
保
の
た
め
、

外
部
専
門
機
関
に
よ
る
監
査
を

療
事
故
等
の
報
告
―
―
以
上
四

件
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

〇
武
田
薬
品
工
業
株
式
会
社
湘

南
研
究
所
遺
伝
子
組
換
え
微
生

物
廃
液
漏
出
事
故
後
の
対
応
結

果
に
つ
い
て

　

〈
市
の
説
明
〉

　

平
成
二
十
三
年
十
一
月
三
十

日
に
発
生
し
た
武
田
薬
品
工
業

株
式
会
社
湘
南
研
究
所
に
お
け

る
遺
伝
子
組
換
え
微
生
物
を
含

む
廃
液
の
漏
出
事
故
に
つ
い
て
、

同
年
十
二
月
十
二
日
に
武
田
薬

品
工
業
か
ら
原
因
究
明
調
査
結

果
と
事
故
対
応
に
つ
い
て
の
事

故
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
市
が
武
田
薬
品
工
業
に

対
し
、
徹
底
し
た
再
発
防
止
策

及
び
外
部
専
門
機
関
に
よ
る
監

査
の
実
施
を
要
請
し
、
改
善
指

示
書
を
交
付
し
た
と
こ
ろ
、
十

　

体
罰
の
根
絶
に
向
け
て
の
市

教
育
委
員
会
の
方
針
と
し
て
、

体
罰
の
未
然
防
止
を
図
る
た
め

に
、
校
内
研
究
等
を
通
し
て
お

互
い
の
指
導
方
法
を
学
ぶ
研
究

の
場
を
つ
く
る
よ
う
指
導
を
し

て
い
く
。
ま
た
、
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
体
罰
及
び
言
葉
の

暴
力
根
絶
に
向
け
た
啓
発
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
と
と
も

に
、
全
教
職
員
に
配
付
し
、
校

内
研
修
の
場
で
生
か
す
よ
う
指

導
し
て
い
く
。

　

中
学
校
で
は
、
運
動
部
活
動

に
お
け
る
指
導
を
見
直
し
、
中

学
校
体
育
連
盟
と
連
携
し
て
部

活
動
に
お
け
る
指
導
の
あ
り
方

に
つ
い
て
話
し
合
い
の
場
を
設

け
、
指
導
法
に
つ
い
て
の
改
善

を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
中
学

校
体
育
連
盟
の
専
門
部
会
に
市

教
育
委
員
会
の
指
導
主
事
が
参

加
し
、
体
罰
禁
止
の
徹
底
と
力

に
よ
ら
な
い
指
導
の
あ
り
方
に

つ
い
て
講
話
を
行
い
、
教
員
の

意
識
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

て
校
長
及
び
当
該
教
諭
に
対
し

て
指
導
し
た
。

　

ま
た
、
校
長
に
よ
る
継
続
的

な
指
導
を
行
う
必
要
が
あ
る
も

の
と
し
て
、
今
回
の
調
査
で
は

体
罰
と
判
断
し
な
い
も
の
の
、

今
後
体
罰
に
発
展
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
が
合

計
十
件
あ
っ
た
。

　

調
査
か
ら
見
え
て
き
た
特
徴

と
し
て
、
小
学
校
で
は
、
授
業

中
に
ベ
テ
ラ
ン
教
員
が
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
の
つ
も
り
で
軽
く
た
た

く
等
の
行
為
や
、
経
験
の
浅
い

若
い
教
員
が
注
意
を
聞
け
な
い

児
童
に
対
し
て
つ
か
ん
で
座
ら

せ
る
、
強
く
引
っ
張
る
等
の
行

為
が
見
ら
れ
、
中
学
校
で
は
、

運
動
部
活
動
に
お
い
て
気
合
い

を
入
れ
る
た
め
に
ボ
ー
ル
を
ぶ

つ
け
る
、
強
い
言
葉
で
叱
る
等

が
見
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
小
学
校
、
中
学
校

と
も
共
通
し
て
児
童
生
徒
へ
の

言
葉
の
暴
力
に
つ
い
て
の
回
答

が
あ
っ
た
。

も
の
は
二
千
百
三
十
六
通
で
あ

っ
た
。

　

回
答
の
内
容
と
し
て
は
、
体

罰
の
記
載
が
あ
っ
た
九
百
四
十

四
通
の
う
ち
、
体
罰
を
「
受
け

た
」「
見
た
」
と
回
答
し
た
も

の
は
百
五
十
八
通
あ
っ
た
。
そ

の
う
ち
、
百
四
十
四
件
に
つ
い

て
学
校
長
に
調
査
を
依
頼
し
、

八
十
三
人
の
教
職
員
に
対
し
て

調
査
を
行
っ
た
。

　

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
六

件
を
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
へ

報
告
し
た
。
そ
れ
以
外
で
、
市

教
育
委
員
会
が
独
自
に
指
導
す

る
も
の
と
し
て
、
言
葉
の
暴
力

や
机
、
椅
子
を
蹴
る
等
の
不
適

切
な
指
導
や
行
き
過
ぎ
た
指
導

と
判
断
し
た
も
の
が
合
計
七
件

あ
り
、
市
教
育
委
員
会
に
お
い

を
進
め
る
契
機
と
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

　

調
査
は
、
教
職
員
向
け
と
児

童
生
徒
及
び
保
護
者
向
け
に
分

け
て
行
っ
た
。
教
職
員
向
け
調

査
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五

年
二
月
十
四
日
か
ら
二
十
八
日

に
か
け
て
全
市
立
小
・
中
・
特

別
支
援
学
校
の
教
職
員
等
約
千

八
百
人
に
対
し
て
行
い
、
体
罰

あ
る
い
は
児
童
生
徒
か
ら
体
罰

で
は
な
い
か
と
受
け
と
め
ら
れ

る
行
為
を
行
っ
た
と
回
答
し
た

も
の
が
合
計
六
件
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
及
び
保
護

者
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ

い
て
は
、
二
十
五
年
二
月
二
十

二
日
か
ら
三
月
二
十
八
日
に
か

け
て
全
市
立
小
・
中
・
特
別
支

援
学
校
の
児
童
生
徒
及
び
保
護

者
に
対
し
て
行
い
、
体
罰
の
記

載
が
あ
っ
た
も
の
は
合
計
九
百

四
十
四
通
、
記
載
が
な
か
っ
た

（※）パーソントリップ調査…一定の調査対象地域内における人の動きに関する調査

　

子
ど
も
文
教
常
任
委
員
会
は
、

六
月
十
二
日
に
開
催
さ
れ
、
議

案
一
件
を
審
査
し
た
。
そ
の
結

果
、
議
案
は
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
①
待
機
児
童
の
状
況

と
保
育
所
整
備
②
「
部
活
動
及

び
学
校
生
活
全
般
に
お
け
る
体

罰
の
実
態
把
握
に
関
す
る
緊
急

調
査
」
の
結
果
―
―
以
上
二
件

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

〇
「
部
活
動
及
び
学
校
生
活
全

般
に
お
け
る
体
罰
の
実
態
把
握

に
関
す
る
緊
急
調
査
」
の
結
果

に
つ
い
て

　

〈
教
育
委
員
会
の
説
明
〉

　

こ
の
調
査
は
、
本
市
に
お
け

る
体
罰
の
実
態
を
把
握
し
、
緊

急
事
案
に
対
し
て
適
切
な
対
応

を
講
ず
る
こ
と
及
び
各
学
校
に

お
い
て
教
職
員
間
の
体
罰
に
関

す
る
議
論
や
認
識
を
深
め
、
体

罰
の
根
絶
に
向
け
た
取
り
組
み

　

厚
生
環
境
常
任
委
員
会
は
、

六
月
五
日
と
十
一
日
に
開
催
さ

れ
た
。

　

六
月
五
日
の
委
員
会
で
は
、

武
田
薬
品
工
業
株
式
会
社
湘
南

研
究
所
遺
伝
子
組
換
え
微
生
物

廃
液
漏
出
事
故
後
の
対
応
結
果

に
つ
い
て
参
考
人
の
招
致
を
決

定
し
た
。

　

六
月
十
一
日
の
委
員
会
で
は
、

議
案
一
件
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
議
案
は
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。
ま
た
、
①
武

田
薬
品
工
業
株
式
会
社
湘
南
研

究
所
遺
伝
子
組
換
え
微
生
物
廃

液
漏
出
事
故
後
の
対
応
結
果
②

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
）
の
今
後
の
整

備
方
針
③
平
成
二
十
五
年
度
国

民
健
康
保
険
料
の
料
率
④
平
成

二
十
四
年
度
藤
沢
市
民
病
院
医

に
係
る
課
題
と
し
て
、
地
域
住

民
や
地
元
企
業
等
と
の
組
織
づ

く
り
や
、
新
駅
設
置
を
見
据
え

た
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
構
築

し
、
シ
ン
ボ
ル
道
路
等
の
基
盤

整
備
計
画
に
お
い
て
連
携
を
図

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
③

交
通
事
業
者
と
の
連
携
強
化
と

し
て
、
鉄
道
事
業
者
の
み
な
ら

ず
、
バ
ス
事
業
者
等
と
も
連
携

を
図
り
、
利
便
性
の
高
い
バ
ス

交
通
環
境
の
実
現
が
必
要
で
あ

る
こ
と
―
―
以
上
三
つ
の
項
目

に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
検
討
調
査
結

果
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
す
る
新

駅
設
置
の
要
望
資
料
と
す
る
一

方
、
地
域
住
民
や
市
民
へ
広
く

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
村

岡
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ

う
努
め
て
い
く
。


